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　請願を審査する特別委員会を設置
平成 30年第３回定例会

◎御宿町議会基本条例及び御宿町議会議員定数調査特別委員会
　　委員長　　堀川賢治
　　副委員長　髙橋金幹
　　委　員　　貝塚嘉軼、 伊藤博明、 石井芳清、 瀧口義雄、 小川　征、
　　　　　　　圡井茂夫、 滝口一浩、 大野吉弘、 北村昭彦
　　　　　※ 委員会に審査を付託する議長（大地達夫）を除く議員全員１１名で構成されています。

　提出された請願は、毎年４回行われる定例会に上程され、採択するか・不採択とするかが決定されます。
　請願の審査方法として、常任委員会等の委員会に審査をあずけ（委員会付託）、審議・調査した上で本会議
での採決を行う方法と、付託を省略してすぐさま本議会で採決を行う方法（即時採決）があります。
　今回提出された請願は、重要な案件であり、時間をかけて審査する必要があるのではないかという意見が
あったことから、即時採決を行わず、特別委員会を設置して審査することとなりました。今後、委員会での審査
を経て、本会議で採択・不採択等を決定する採決を行うこととなります。　 
　◎今回の請願審査は以下のように行われます

　請願とは、国または地方公共団体の機関に対し、要望等を述べることを言います。
　９月に行われた第３回定例会において、議会基本条例の制定と議員定数の削減を求める請
願が提出され、それを審査するために特別委員会を設置しました。

●表紙
  11 月７日、８日に、御宿中学校２年生の職場体験が
行われました。
　おんじゅく認定こども園、いすみ医療センター、広
域消防御宿分署など、町内外の企業や商店、施設等で
行われている仕事を体験しました。
　表紙の写真は、田中精機株式会社での様子です。

●請願の審査の流れ
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              請願者     ：   「好きです　おんじゅくの会」　代表　長谷川　充行
　　　紹介議員 ：   圡井茂夫、堀川賢治、髙橋金幹　

【請願趣旨】
　議会における議会改革の取り組みはこれまで継続して行われてきました。平成 23年には議会改
革委員会が設置され、議員定数、報酬、反問権、議会議員を評価する制度などについて検討されて
います。平成 23年 11月には議会改革と政策提言委員会が設置され、以降、平成 27年 6月まで議会
基本条例を中心に議論されてきました。更に、平成 27年 12月には、第 4次御宿町総合計画及び議
会改革調査特別委員会が設置され、人口減、少子高齢化、産業の衰退など御宿町の抱える諸課題に
迅速に対応・解決していくため、また、町民の意志を町政に反映させるため、執行部や専門家を交
えながら調査・研究を重ねることとされました。
　しかし、いずれの委員会も成果を見せることなく、議会改革調査特別委員会は、議会に関する住
民アンケートの実施とそのとりまとめ結果を報告して活動を終わらせてしまいました。
　他方、近隣市町村では、ここ数年の間に議会議員定数の削減、議会基本条例の制定など、議会主
導で住民の声に応えた改革を加速しています。
　御宿町では、人口減少、産業の衰退は止まらず町税収の落ち込みも続いています。来年 4月には
平成時代は終わり、新しい元号を迎えます。そして、9月には御宿町議会議員選挙が予定されてい
ます。
　改革なくして進歩なしです。
　町民の議会改革を求める声は、平成 27年 3月の約 3000町民の署名簿を付した議会改革請願時よ
りも、格段大きく議員の皆さまに届いている筈です。
　平成 23年以来、議会が取り組んできた議会改革を成果のない中途半端のまま終わらせることは
許されません。平成の課題は平成の時代に解決し、新しい元号を迎えなければなりません。

【求めること】
　・平成 31年９月までに議会基本条例の制定について結論を得ること。特に、以下の３項目の実施
　　を求める。
　　　①議案の賛否を議員個人別に公表する
　　　②インターネットによる議会中継を導入する
　　　③議会の議決すべき事件１６項目の大幅な縮小
　・平成 31年３月の定例会で御宿町議会定数条例の改正を行い、議員定数を削減し、９月の議会議
　   員選挙に適用させる。

※一部要約して掲載しています。

●議会基本条例の制定と議員定数の削減を求める請願
　提出された請願は以下のとおりです。
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質問
順番

質　問　事　項 質問議員

1 １）危険なブロック塀の対策について
２）須賀地先におけるサギ類による被害について 圡井　茂夫

2  １）御宿町の防災対策について 堀川　賢治

第３回定例会   一般質問
２名の議員が一般質問を行いました。　　※ 一般質問の内容は要約して掲載しています。

９月 19 日 日程第１号

圡
井
茂
夫
議
員

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策

に
つ
い
て

Ｑ
大
阪
府
北
部
地
震
に

よ
り
教
育
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
た
こ
と

で
、
各
地
方
公
共
団
体
の
教

育
委
員
会
に
施
設
の
安
全
性

に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
依

頼
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

調
査
の
詳
細
、
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊

事
故
に
よ
り
、
６
月

19
日
に
文
部
科
学
省
か
ら
県

へ
、
６
月
20
日
に
県
教
育
委

員
会
か
ら
町
教
育
委
員
会

へ
、
学
校
施
設
の
塀
等
の
点

検
を
す
る
よ
う
通
知
が
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
町
内

の
小
中
学
校
敷
地
内
に
設
置

さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ

い
て
、
塀
の
高
さ
、
厚
さ
の

計
測
、
ま
た
目
視
や
触
手
に

よ
る
劣
化
の
有
無
に
つ
い
て

点
検
し
ま
し
た
。

　

点
検
の
結
果
、
御
宿
小
学

校
正
門
脇
の
塀
の
一
部
に
す

き
間
が
あ
る
な
ど
老
朽
化
が

見
ら
れ
、
高
さ
が
基
準
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

は
子
ど
も
た
ち
が
近
づ
か
な

い
よ
う
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、

注
意
喚
起
の
表
示
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
回
、
該
当

箇
所
の
改
修
を
行
う
た
め
、

補
正
予
算
に
費
用
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
教
育
課
長
）

Ｑ
通
学
路
の
安
全
点
検

の
実
施
状
況
と
そ
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
通
学
路
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
の
先
生
方
の

ご
協
力
に
よ
り
、
下
校
時
に

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
全
て

の
通
学
路
を
歩
き
、
建
築
基

準
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準
の

高
さ
を
超
え
る
塀
は
な
い

か
、
老
朽
化
に
よ
る
ひ
び
割

れ
や
傾
き
は
な
い
か
な
ど
、

敷
地
の
外
か
ら
確
認
で
き
る

範
囲
で
点
検
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

全
て
の
通
学
路
に
お
い

て
、
数
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
高
さ

が
基
準
を
超
え
て
い
る
塀
や

▲改修が進められている御宿小学校校門

4



大
き
な
傾
き
、
亀
裂
が
入
っ

た
塀
、
ま
た
既
に
倒
壊
し
て

い
る
塀
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
外
か
ら

見
た
目
視
に
よ
る
調
査
で
す

が
、
現
時
点
で
35
か
所
把
握

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
周
り
に

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
だ
け
で
な

く
、
看
板
や
窓
ガ
ラ
ス
、
自

動
販
売
機
や
屋
根
瓦
な
ど
危

険
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
個
人

が
所
有
す
る
も
の
で
、
環
境

が
改
善
さ
れ
る
に
は
、
時
間

を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
登
校
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
た
ち
自
身
が
災
害
時
に

は
何
が
起
き
る
の
か
、
揺
れ

た
ら
ど
う
な
る
の
か
を
想
像

し
、
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ

い
の
か
を
話
し
合
い
、
訓
練

等
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

知
識
、
体
験
と
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

学
校
で
は
防
災
訓
練
や
地

域
安
全
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成

を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
み

ず
か
ら
危
険
を
回
避
す
る
行

動
が
と
れ
る
よ
う
指
導
し
、

今
後
も
地
域
の
方
、
保
護
者

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
防
災
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
者
…
教
育
課
長
）

Ｑ
通
学
路
以
外
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

Ａ
大
阪
府
北
部
地
震
発

生
後
、
町
内
に
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
認
に

つ
い
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
回
覧

し
、
所
有
者
等
に
周
知
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
県
建
築
指

導
課
の
依
頼
に
よ
り
、
県
夷

隅
土
木
事
務
所
と
協
力
し

て
、
町
内
２
校
の
小
学
校
を

中
心
と
し
た
お
お
む
ね
半
径

５
０
０
メ
ー
ト
ル
区
域
内
の

通
学
路
に
あ
る
高
さ
が
１
．

２
メ
ー
ト
ル
よ
り
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
設
置
状
況
を
調

査
し
ま
し
た
。
該
当
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、
県

の
建
築
職
員
が
点
検
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
町
は
調
査
に

協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
以
外

の
道
路
に
つ
い
て
も
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
状
況
等
の
把
握

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
そ
う
い
っ
た
箇
所
の

改
善
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

で
す
か
。

Ａ
私
た
ち
の
使
命
は
町

民
の
命
を
守
る
こ
と

で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
内

部
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

改
善
で
き
る
よ
う
な
処
置
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

Ｑ
危
険
箇
所
の
修
繕
等

に
か
か
る
費
用
の
補

助
を
行
い
、
改
修
を
促
進
さ

せ
る
よ
う
な
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

Ａ
県
等
の
協
力
は
必
要

な
こ
と
で
す
が
、
補

助
等
を
内
部
で
検
討
し
、
災

害
に
対
す
る
備
え
が
進
む
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）

須
賀
地
先
に
お
け
る
サ
ギ

類
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

Ｑ
保
安
林
に
生
息
す
る

サ
ギ
類
に
よ
る
被
害

の
現
状
と
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
今
年
５
月
に
住
民
か

ら
サ
ギ
の
フ
ン
等
に

よ
る
悪
臭
被
害
の
報
告
を
受

け
、
町
か
ら
保
安
林
を
管
理

す
る
県
南
部
林
業
事
務
所
へ

対
応
を
依
頼
し
、
６
月
に
下

草
の
除
草
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
８
月
に
は
、
町
、

県
南
部
林
業
事
務
所
、
鳥
獣

保
護
を
担
当
す
る
県
夷
隅
地

域
振
興
事
務
所
が
協
力
し
、

繁
殖
地
周
辺
へ
の
消
臭
剤
及

び
消
毒
薬
の
散
布
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

サ
ギ
類
は
、
鳥
獣
保
護
法

に
よ
り
保
護
さ
れ
て
お
り
、

許
可
な
く
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の

卵
や
ヒ
ナ
を
採
取
・
捕
獲
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
繁
殖
期
間

で
あ
る
４
月
か
ら
８
月
の
間

は
、
繁
殖
地
の
草
刈
り
や
薬

剤
の
散
布
が
主
な
対
策
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
集
団
繁
殖
地
を
来
年

も
同
じ
場
所
に
つ
く

ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
と
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
集
団
繁
殖
地
が
形
成

さ
れ
た
場
合
、
有
効

な
対
策
を
と
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ヒ
ナ
の
巣
立
ち
後

に
、
再
発
を
防
止
す
る
対
策

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
に
向
け
た
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
、
県
南
部
林
業

事
務
所
、
県
夷
隅
地
域
振
興

事
務
所
の
３
者
に
よ
り
、
10

月
を
目
途
に
会
議
を
行
い
、

営
巣
を
防
止
す
る
方
法
を
中

心
に
協
議
す
る
予
定
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
住
民
に
対

す
る
被
害
が
繰
り
返
さ
れ
な

い
よ
う
、
県
南
部
林
業
事
務

所
へ
必
要
な
対
策
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
の

協
力
を
求
め
な
が
ら
、
来
年

の
再
発
防
止
を
図
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

（
答
弁
者
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
サ
ギ
類
に
よ
る
被
害

に
つ
い
て
、
町
長
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
サ
ギ
の
問
題
に
つ
い

て
、
営
巣
す
る
前
へ

の
対
策
と
い
う
こ
と
で
、
関

係
課
、
関
係
機
関
、
官
庁
と

の
協
力
を
し
対
策
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
町
長
）
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堀
川
賢
治
議
員

御
宿
町
の
防
災
対
策
に
つ
い

てＱ
地
震
、
津
波
が
発
生

し
た
時
、
国
や
県
か

ら
町
へ
の
情
報
は
ど
の
よ
う

に
伝
え
ら
れ
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
そ
れ
を
受
け
、
町
か

ら
消
防
団
や
町
民
へ
の
情
報

伝
達
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
の
で
す
か
。

Ａ
国
か
ら
町
へ
の
情
報

は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

ア
ラ
ー
ト
）

に
よ
り
地
震
、
津
波
、
火
山
、

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
と
武

力
攻
撃
な
ど
の
危
機
情
報
に

つ
い
て
伝
達
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
千
葉
県
か
ら
の

災
害
情
報
に
つ
い
て
は
、
県

庁
と
市
町
村
、
消
防
本
部
、

県
出
先
機
関
等
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
ぶ
千
葉
県
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
被
害
情
報

避
難
勧
告
・
指
示
情
報
等
の

収
集
な
ど
防
災
に
関
す
る
各

種
情
報
を
共
有
し
的
確
な
防

災
対
策
が
取
ら
れ
る
よ
う
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
体
制
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
消
防
団
や
住
民
へ

の
災
害
・
避
難
情
報
の
伝
達

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
情

報
の
伝
達
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
迅
速
な
災
害
情

報
の
提
供
を
目
的
と
し
た
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

ア
ラ
ー
ト
）、
エ
リ
ア
メ
ー

ル
の
配
信
に
加
え
、
町
防
災

行
政
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
今
年
５
月
か
ら
開
始
し
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
複

数
の
メ
デ
ィ
ア
へ
情
報
発
信

を
開
始
す
る
な
ど
情
報
伝
達

手
段
の
多
様
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

（
答
弁
者
…
総
務
課
長
）

Ｑ
町
は
、
津
波
避
難
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。ま
た
、

平
時
に
津
波
を
想
定
し
た
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
津
波
に
つ
い
て
は
、

と
に
か
く
避
難
を
す

る
こ
と
が
命
を
守
る
行
動
と

な
り
ま
す
。
こ
の
危
険
を
い

ち
早
く
住
民
に
知
ら
せ
る
た

め
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ

-

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら

直
接
町
防
災
行
政
無
線
に
よ

り
情
報
の
伝
達
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
津
波
発
生

の
際
、
住
民
が
速
や
か
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
津
波
避
難

計
画
の
策
定
や
津
波
避
難
誘

導
看
板
の
設
置
を
し
て
お

り
、
町
内
８
か
所
の
マ
ン

シ
ョ
ン
と
津
波
避
難
ビ
ル
協

定
を
締
結
す
る
ほ
か
、
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配

布
を
す
る
な
ど
津
波
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
自
主
防
災
組
織
と

の
協
働
に
よ
り
、
津
波
避
難

訓
練
を
通
じ
た
避
難
場
所
や

避
難
路
の
確
認
、
避
難
路
整

備
な
ど
、
住
民
の
協
力
や
参

加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
津

波
避
難
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
平
時
、
日
常
の
訓

練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
消
防
団
、
自

主
防
災
組
織
と
協
働
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
各
家
庭
で
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
総

合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
す

る
な
ど
、
住
民
一
人
一
人
が

自
分
の
命
を
守
る
行
動
が
で

き
る
よ
う
、
平
時
か
ら
防
災

意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

（
答
弁
者
…
総
務
課
長
）

　
Ｑ
有
事
の
際
、
行
政
、

消
防
団
、
行
政
区
、

自
主
防
災
組
織
、
議
会
の
役

割
分
担
は
、
今
現
時
点
で
明

確
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
町
の
役
割
と
し
て
は
、

住
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護

す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
町
地
域
防
災
計

画
及
び
法
令
に
基
づ
き
、
有

事
に
お
け
る
被
害
が
最
小
化

及
び
迅
速
な
復
旧
を
図
る
こ

と
が
役
割
で
す
。
町
で
は
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災

害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と

伝
達
、
避
難
所
の
開
設
、
応

急
復
旧
、
他
機
関
と
の
連
携

協
力
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業

務
を
担
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
地
域
の
重
要
な

防
災
力
と
し
て
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
、
日
ご
ろ
の
訓
練

や
団
員
の
団
結
力
を
生
か

し
、
消
火
活
動
、
救
助
者
捜

索
、
救
助
活
動
、
避
難
誘
導

な
ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
住
民

同
士
が
協
力
し
、
助
け
合
っ

て
行
動
を
し
、
地
域
の
被
害

の
状
況
や
火
災
の
発
生
状
況

を
町
や
消
防
に
伝
え
ま
す
。

町
か
ら
出
さ
れ
る
災
害
の
正

し
い
情
報
を
住
民
に
伝
達
、

避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営

の
協
力
等
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

議
会
の
役
割
は
、
町
の
防

災
計
画
中
に
は
議
会
が
行
う

防
災
活
動
の
記
述
は
あ
り
ま

せ
ん
。
平
常
時
と
同
様
に
災

害
発
生
時
に
お
い
て
も
議
会

は
町
の
議
事
機
関
と
し
て
の

役
割
を
担
い
ま
す
。し
か
し
、

発
災
直
後
の
状
況
下
で
は
、

被
災
し
た
他
の
地
方
公
共
団

体
の
取
組
み
等
か
ら
見
ま
す

と
、
議
員
の
安
否
確
認
を
含

め
た
連
絡
確
認
、
地
域
で
の

活
動
や
情
報
収
集
、
初
動
期

経
過
後
に
は
町
対
策
本
部
と

の
情
報
の
共
有
、
議
会
と
し

て
の
一
元
的
な
情
報
提
供
な

ど
を
行
っ
た
実
績
が
あ
る
よ

う
で
す
。

（
答
弁
者
…
総
務
課
長
）

▲防災フェスタ　AED の使い方講習会
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第３回定例会 議事日程及び議決結果

議案番号 件　　　　名 議決結果

報告第 1号 　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく平成 29年度健全化判
　断比率について ー

報告第 2号 　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく平成 29年度資金不足
　比率について ー

議案第 1号 　御宿町清掃センター燃焼設備整備補修工事請負契約の締結について 可　決

議案第 2号 　平成 30年度御宿町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第 3号 　平成 30年度御宿町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第 4号 　平成 30年度御宿町一般会計補正予算（第２号） 可　決

議案第 5号 　平成 29年度御宿町水道事業会計決算の認定について 認　定

議案第 6号 　平成 29年度御宿町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議案第 7号 　平成 29年度御宿町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

議案第 8号 　平成 29年度御宿町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

９月 19 日 日程第１号

議案番号 件　　　　名 議決結果

議案第 9号 　平成 29年度御宿町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定

発議第 1号 　2018日本・メキシコ学生交流プログラム事業の調査に係る調査費用の変
　更について 可　決

請願第 4号 　御宿町議会基本条例の制定を求める請願書 継続審査

請願第 5号 　御宿町議会議員定数の削減を求める請願書 継続審査

発議第 2号 　御宿町議会基本条例及び御宿町議会議員定数調査特別委員会設置に関す
　る決議について 可　決

選任第 1号 　御宿町議会基本条例及び御宿町議会議員定数調査特別委員会委員の選任
　について 選　任

第２回臨時会 議事日程及び議決結果

　日程第１号一般質問は、4ページをご覧ください。

９月 20 日 日程第２号

議案番号 件　　　　名 議決結果

議案第 1号 　平成 30年度御宿町一般会計補正予算（第３号） 可　決

10 月 22 日 日程第 1 号
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平成 29年度決算を認定しました
39億 1,429万円
37億 5,913万円

決算総額　歳入
歳出

　平成 29年度の一般会計は、総合計画の基本理念「笑顔と夢が膨らむまち」を念頭に、御宿町まち・
ひと・しごと創生総合戦略を推進するとされ、事業の進捗や情勢の変化に伴って生じた行政需要へ
対応しながら、限られた財源を重点的かつバランスよく配分し、事業が執行されました。
　主な事業としては、地域の畜産・酪農の収益力強化を目的に、国の補助金を活用し、町内の畜産・
酪農施設の整備が行われたほか、住民へ速やかに災
害情報などを伝達するための行政防災無線のデジタ
ル機能を生かし、全国瞬時警報システム（J-アラート）
等によって発信された情報をスマートフォン等に自
動で配信するシステムの整備等が行われました。
　また、地域外に住まう人材の定住を促進し、地域
力の強化を図る「地域おこし協力隊」の配備、利用
者の利便性を向上するための JR御宿駅前のコイン
パーキング整備や御宿台テニス場改修工事、計画に
基づいた御宿小学校付近文教橋の補修工事等が行わ
れました。

一般会計会計決算

●様々な分野に限られた財源が重点的に配分されました

歳入においては、負担の公平性及び歳入確保のため、不能欠損処分の慎重かつ
厳正な取扱いを行うとともに、積極的な滞納債権の回収を通じた収入未済額の縮減

に引き続き努められたい。
　予算編成においては、編成方針等に基づき予算査定を行い編成されているが、予算の執行
時においても歳入・歳出の予算現計を常に確認するなどし、予算積算から逸脱していないか
など細心の注意を払われたい。
　その一方で、毎年度毎に決算及び事業成果を多角的に分析することで、財政運営上の課題
や効果的な事業費のあり方など、常に見直しと改善を意識した行政運営を行われたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※監査意見書抜粋

監査委員意見

【歳入】15億 4,909万円
【歳出】13億 7,975万円

●国民健康保険特別会計

【歳入】1億 4,016万円
【歳出】1億 3,987万円

●後期高齢者医療特別会計

【歳入】11億 1,495万円
【歳出】10億 4,785万円

●介護保険特別会計

収益的収入及び支出
【収入】3億 4,202万円
【支出】3億 2,412万円

●水道事業会計

他会計の決算額

資本的収入及び支出
【収入】 1億 5,481万円
【支出】 1億 7,307万円

▲駅前に整備されたコインパーキング
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審議しました
　報告、補正予算等を審議しました。請願及びその審査を行う委員会等については、

2 ページをご覧ください。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
平
成
29
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
に
お
け
る
「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
」
及
び
水
道
事
業
会
計

に
お
け
る
「
資
金
不
足
比
率
」
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客
観

的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
指
標
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
決
算
に
お
け
る
一
般
会
計
健
全
化
判
断
比

率
及
び
水
道
企
業
会
計
資
金
不
足
比
率
は
い
ず
れ
も
国
の
示
す
基
準
の
範

囲
内
で
し
た
。　

報
　
告

平
成
30
年
度
御
宿
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
９
８
４
万
９
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
11
億
１
５
４
７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
介
護
給
付
費
等
の
実
績
に
伴
う

国
県
支
払
基
金
及
び
町
一
般
会
計
へ
の
精
算
を
行
う
も
の
で
、
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 補

正
予
算

平
成
30
年
度
御
宿
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
３
６
４
万
２
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
11
億
５
９
１
４
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
職
員
共
済
費
、
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
及
び
前
年
度
国

庫
支
出
金
等
の
償
還
金
の
増
額
で
、
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

御
宿
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
燃
焼
設
備
整
備
補
修
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
燃
焼
設
備
は
、
平
成
13
、
14
年
度
に
排
ガ
ス
高
度
処
理

施
設
整
備
工
事
を
実
施
し
、
そ
の
後
も
定
期
的
に
整
備
、
補
修
が
さ
れ
、

適
正
に
施
設
の
運
営
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
、
排
ガ
ス
処

理
施
設
、
通
風
装
置
等
の
腐
食
、
消
耗
劣
化
に
よ
り
適
正
能
力
の
維
持
及

び
円
滑
作
動
を
継
続
す
る
上
で
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

補
修
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

契
約
金
額　
　

１
億
７
９
２
８
万
円
（
内
消
費
税
１
３
２
８
万
円
）

　

契
約
の
相
手　

東
京
都
品
川
区
南
大
井
６
丁
目
26
番
３
号

　
　
　
　
　
　
　

日
立
造
船
株
式
会
社
東
京
本
社

契
　
約
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平
成
30
年
度
御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
、
第
３
号
）

　

補
正
予
算
第
２
号
、
第
３
号
を
あ
わ
せ
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ

れ
１
億
８
６
０
万
５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
38
億 

６
４
４
７
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
第
２
号
（
第
３
回
定
例
会
）

　

主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
経
費
の
追
加
と
、
生
活
関
連
道

路
の
舗
装
保
護
費
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
削
減
に
向
け
た
対
策
強
化
に
関

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
ほ
か
、
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
人
件
費
の
調
整
を

す
る
も
の
で
、
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
３
号
（
第
２
回
臨
時
会
）

　

主
な
内
容
は
、
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
施
設
等
の
修
繕
や
、
イ
ノ
シ

シ
に
よ
っ
て
掘
削
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
の
石
積
を
修
繕
す
る
た
め
の
費

用
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
日
本
・
メ
キ
シ
コ
学
生
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
の
調
査
に
係
る
調
査
費
用
の
変
更
に

つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

２
０
１
８
日
本
・
メ
キ
シ
コ
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
項
目
と
な
っ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
法
令
等
の
専
門
的
知
見
を
得
る
た
め
、
調
査
費
用

を
総
額
２
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

  

発
　
議

▲作業をする宮嵜さん

*topics
獣害対策
　地域おこし協力隊の活躍にも期待
　　御宿町におけるイノシシ等の有害獣の捕獲頭数は増
加傾向にあり、農作物のほかにもメキシコ記念公園の
石積みが掘削されるなど、様々なところで被害が発生
しています。
　町では、有害獣捕獲従事者へのわな免許取得に関す
る助成や、農家以外にも住民に対する講習会が行われ
るなどの対策がとられていますが、今年度、獣害等へ
の対策にあたるため、地域おこし協力隊として宮嵜さ
んが配属されました。宮嵜さんは、イノシシ等の獣が
嫌がるにおいを出す木タールやトウガラシ等の忌避材
の効果検証など、町担当者や捕獲従事者と協力しなが
ら獣害対策を行っています。
　

▲掘削されたメキシコ記念塔石積み
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       5日　産業建設委員会協議会（第５回）
  7日　教育民生委員会協議会（第５回）
  8日　特別養護老人ホーム外房 30周年記念式典
11日　議会運営委員会
13日　例月出納検査
14日　敬老会
19日	　定例会（第３回）　日程第１号
　　　議員協議会（第５回）
　　　2018日本・メキシコ学生交流プログラム事
　　　業調査特別委員会協議会（第５回）
　　　2018日本・メキシコ学生交流プログラム事
　　　業調査特別委員会（第７回）
20日　定例会（第３回）日程第２号
　　　御宿町議会基本条例及び御宿町議会議員
　　　定数調査特別委員会（第１回）
26日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合出納検査
27日　国保国吉病院組合出納検査	

議会議員活動情報 町議会議員の出席した会議や行事をお知
らせします。

（平成 30 年 9 月〜 11 月）

９月
	

     

10月

	

       2日　常任委員会視察

  7日　教育民生委員会学校訪問

12日　後期高齢者医療広域連合議会定例会

13日　千葉県町村議会議長会定例会 

14日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合負担金

　　　審議特別委員会

11月

  3日　総務委員会協議会（第４回）

  5日　布施学校組合議会定例会

10日　国保国吉病院組合議会定例会       

　　　全国町村議会議長会主催広報研修会　

11・12日　野沢温泉村議会議員視察受け入れ

13日　勝浦市市制施行 60周年記念式典

14日　絆記念日追悼式

15日　御宿町情報発信 Webサイト運営協議会

16日　総務委員会協議会（第５回）

　　　御宿町議会基本条例及び御宿町議会議員

　　　定数調査特別委員会協議会（第１回）

17日　2018日本・メキシコ学生交流プログラム

　　　事業調査特別委員会協議会（第６回）
　　　2018日本・メキシコ学生交流プログラム
　　　事業調査特別委員会（第８回）
19日　議会運営委員会
22日　臨時会（第２回）日程第１号
　　　全員協議会（第２回）
25日　例月出納検査 /国保国吉病院組合出納検査

26日　千葉県町村議会議長会出納検査

29日　千葉県後期高齢者医療広域連合組合議会

　　　全員協議会

31日　夷隅環境衛生組合議会定例会

＊ 2018日本・メキシコ学生交流プログラム事
業調査特別委員会（100条委員会）の開催状況、
会議録等については、町ホームぺージに掲載
されています。委員会の開催に合わせて随時
更新していますので、ご覧ください。　　　

（URL http://www.town.onjuku.chiba.jp/）

第４回定例会　開会予定日

　12月11日（火）
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議会事務局メールアドレス　gikai@town-onjuku.jp 　　℡　０４７０ー６８ー２５１５

※ 町ホームページでは、トップページ、御宿町議会からスケジュールや議会情報等がご覧いただけ
ますので、ご利用ください。　町ホームページアドレス　http://www.town.onjuku.chiba.jp/

編
集
後
記

今
回
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
で
は
、

中
学
生
の
職
業
体
験
の
様
子
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
地
域
の
産
業
に
携
わ
る
人

が
、
日
ご
ろ
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し
て

い
る
か
を
目
の
当
た
り
に
し
、
き
っ
と

こ
ど
も
た
ち
も
得
る
も
の
が
多
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
地
方
の
活
力
を
日
本
全
体

の
活
力
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

地
方
創
生
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
少
子
化
、
高
齢
化
な
ど
様
々
な
問

題
を
解
決
す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。そ

ん
な
情
勢
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
み

ん
な
が
一
丸
と
な
り
、
時
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
自
慢
で
き
る「
故
郷
お
ん

じ
ゅ
く
」
を
創
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
思
う
と
こ

ろ
で
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
大
　
野
　
吉
　
弘

野沢温泉村議会議員と
議会の活性化について意見交換を行いました　

　10 月 11 日から 12 日にかけて、姉妹都市
である野沢温泉村議会議員の皆さん全員が
御宿町を訪問され、御宿町の取組み等を視
察されました。
　今回の視察では、町執行部から御宿町に
おける地方創生事業（御宿版 CCRC 構想等）
の説明を受けるほか、野沢温泉村、御宿町
の議会をどのように活性化すべきか、意見
交換が行われました。

▲おんじゅく認定こども園にて

　また、月の沙漠記念館で行われて
いる御宿町のシンボルキャラクター
エビアミーゴの作者である「にしも
とおさむ」氏の作品展や、新しく完
成したおんじゅく認定こども園での
取組みなど、町内の様々な施設の視
察もされました。
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